







学 位 の 種 類
学 位 記 番 号
学位授与年月日
学位授与の要件


















教授 広 中 俊 雄 教授 鈴 木 禄 弥























論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文は、第1章 で問題の所在を論じ、第2章 で 「市民法的方法」の展開およびナチス民
法学前史を概観 したのち、第3章でナチス民法学の 「評価方法」の確立過程を、第4章 でナチ
ス民法学の 「構成方法」の確立過程を分析 したものであり、分析の枠組と素材の選択との適切
さによって分析の成果は従来の研究水準を大きく超えたものになっている。特に、第3章 第5
節 「具体的秩序思考批判を通 しての、ナチス的評価方法の確立」および第4章 第3節 「具体的
一般的概念構成への批判を通 しての、ナチス的構成方法の確定」は重要な着眼を示している。
以上の理由により、本論文を博士の学位論文として適当なものと認める。
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